特別研究（SS専門科目）
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科目名：特別研究（英文科目名：Thesis Work）

      ３　単位　必修　専攻科電子システム専攻１年　後期　

　　　５　単位　必修　専攻科電子システム専攻２年　前期

　　　６　単位　必修　専攻科電子システム専攻２年　後期

担当教官：機械工学科　各教官　連絡先：三田純義（居室：機械工学科棟２階）　Tel:0285-20-2203  E-mail:mita@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

  電子システム工学のうち機械工学にかかわる特定のテーマについて研究を行う．

　指導教官の下で高度な内容の研究に参加することで，研究の立案から実施，まとめまでを経験し修得する．さらに，研究課題を実験的あるいは理論的に解析する方法や評価する方法を学ぶことによって，研究の目的を明確にさせ，問題を解明するに適当な方法を用いることで，有効な結果が得られること理解させる．また，成果を論文にまとめることで，報告書や論文の書き方を身につける．

　本教科では，本科および専攻科で学んだ知識を実践的な研究に発展させることに務める．その過程で独創性や積極性，さらに協調性を身につけ，将来必要となる幅広い知識と柔軟な思考力を会得する．

達成目標：

　自らテーマを設定して実験的手法や解析的手法を駆使して研究ができるような基礎的素養を身につけることを目標とする．

技術者教育プログラムの学習・教育目標：（A)，(D)

JABEE基準１の(1)との関係：(d)，(e),(f),(h)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：

　　指定しない．

参考書：

  　指定しない．

学習方法：

　安全面など研究を行うに当たって注意する点をあらかじめ学習しておく． 　 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　①研究テーマにもよるが，文献検索，選定，輪講などを行い研究する目的や範囲を明確にする．　

②目的を達成するための方法を考える．実験的手法の場合は，実験装置の設計，製作を行う．

　③実験系では実験を行いデータを採取する．解析系ではプログラムを作成して解析を行う．

　④結果をまとめ考察を行う．

　⑤論文または報告書にまとめる．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　研究態度，発表能力，質疑応答能力，論文の水準で合否を決める．

連絡事項：

　　　試験は行わない．
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